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「国
璽
」
、
一
般
に
国
印
は
そ
の
国
の
政
治
形
態
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
そ

れ
臼
体
を
表
象
す
る
も

の

で
あ

り
、

た
と
え
ば

「天
皇
御
璽
」
や

「太
政
官
之

印
」
等
の
統
治
主
体
や
統
治
機
関
の
印
章
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
わ
が
国
に

お
い
て
は

「大
日
本
国
璽
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

「国
璽
」
の
使
用
規
定
が
法
制
的
に
明
確
化
さ
れ
た
の
は
明
治
十
九
年
の
公
文

式
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
条
約
批
准
書
、
国
書
、
全
権
委
任
状
等
各
種
外
国
派
遣
官

吏
委
任
状
な
ど
主
と
し
て
外
交
関
係
の
重
要
文
書
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
に
勲
記

の

一
部
に
も
使
わ
れ
た
。

「国
璽
」
制
定
の
時
期
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

『明
治
天
皇
紀
』
の
明

治
四
年
制
定
説
が
通
説
と
な

っ
て
お
り
、
各
種
の
辞
典
も
み
な
こ
れ
に
従

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
制
定
時
期
に
つ
い
て
は
、
な
に
ぶ
ん
に
も

「国
璽
」
に
関
す

　
　

　

る
研
究
が
極
端
に
少
な
く
、
十
分
な
論
証
が
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
最
近
、

「
国
璽
」
制
定
時
期
に
関
す
る
新
た
な
史
料
を
相

つ

い
で
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ひ
と
つ
は
慶
応
四
年
の
王
政
復
古
の
布
告
書
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
は

「
国
璽
」
の
彫
刻

に
か
か
わ
っ
た
京
都
の
印
司

・
巾
村
元
祥

の
記
録
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

機
会
に
い
く

つ
か
の
考
証
を
付
け
加
え
て
、
通
説
の
再
検
討
を
試
み
た
い
。

(史

料
は
本
文
末
尾
に
掲
載
)

二

最
初
に
王
政
復
古
の
布
告
書
か
ら
紹
介
し
よ
う
。
史
料
1
の
二
葉

の
写
真
が
そ

れ
で
あ
る

(原
本
は
現
在
、
本
学
教
授
堀
池
春
峰
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
)
。

周
知
の
よ
う
に
、
王
政
復
古
の
対
外
的
布
告
は
慶
応
四
年

一
月
十
五
日
、
神
戸

で
も
た
れ
た
維
新
政
権
と
外
国
公
使
団
と
の
最
初
の
公
式
会
談
の
席
上
で
な
さ
れ

珊

亀

公

使

団

を

穫

す

る

の

は

フ
一フ
ン

ス
、

イ
ギ

リ

ス
、

ア

ー

カ

、

ド

イ

ッ
、

幟

イ

タ
リ

ア
、

オ

ラ

ン
ダ

の
六

ケ
国

公

使

で
、

フ

ラ

ン

ス

の

レ
オ

ン

.
ロ

ッ
シ

ュ
が

恥

公
使
団
を
代
表
し
た
。
維
新
政
権
側
は
東
久
世
羅

、
岩
下
佐
次
右
衛
門
、
伊
藤

靭

鰻
鍵
離
灘

鱗
一糾
　

載
さ
れ
た
布
止
、堂
、
の
写
し
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
塵

.盤
日そ
の
も
の
は
外
交
資

蝉

 料
館
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
東
京
大
学
の
史
料
編
纂
所
に
は
こ
の
布
告
君
の

}
*
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写
真
版
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
会
が
昭
和
七
年
に
撮
影
し

た
も
の
で
、
写
真
版
の
み
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
引
継
が
れ
た
た
め
、
現
在

で
は
、
原
本
の
所
蔵
者
は
不
明
と
さ
れ

て
い
る
。
但
し
、
こ
の
写
真
版
は
大
久
保

利
謙
編

『体
系
日
本
史
叢
書

・
政
治
史

皿
』
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を

通
じ
て

一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
今
回
発
見
さ
れ
た
も

の
と
、

『
日
本
外
交
文
書
』
所
収

の
写
し

と
、
東
大
所
蔵
の
写
真
版
の
三
文
書
の
相
違
点
を
示
し
て
お
こ
う
。

『
日
本
外
交
文
書
』
所
収
の
も
の
の
全
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
國
天
皇
。

告
二各
國
帝
王
及
其
臣
人

一。
響
者
。
」將
軍
徳

川
慶
喜
請
レ
蹄
二
政
椹
叩
制

允
レ
之
。
内
外
政
事
親

二裁
之

叩
乃

日
。
従
前
條

約
。
錐

レ
川
二大
君
名
稻

一。
自
今
而
後
。

當
三
換
以
二
天
皇
稻

叩
而
各
國
交
際
之
職
。
專
命
二
有
司
等

刈
各
国
公
使
。
諒
二
知
斯
旨

閃

慶
応
四
年

戊
辰

正
月
十

口

こ
れ
を
史
料
1
の
写
真
と
比
較
す
れ
ば
、
和
異
な
る
部
分
が
五
ケ
所
あ
る
。
そ

れ
ら
を
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
ω

「
各
國
」
…
…

「諸
外
國
」
、
②

「請
蹄
政
権
制

允
之
」
…
…

「請
蹄
政
樺
也
制
允
之
」
、
㈲

「各
國
」
…
…

「諸
國
」
、
㈲

「交

際
」
…
…

「交
接
」
、
㈲

「慶
応
四
年
戊
辰
正
月
十
H
」
…
…

「慶
応
四
年
正
月

十
日
」
、
以
上
で
あ
る
。
な
お
、
日
付

・
署
名

・
押
印
の
位
置
の
相
異
を

つ
け
加
え

れ
ば
、
相
異
点
は
合
計
六
ケ
所
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
修
辞
上
、
表
現
上
の

相
異
で
あ
り
、
か
つ
、
明
ら
か
に
前
者
を
修
正
し
た
結
果
が
後
者
と
な

っ
た
と
判

断
さ
れ
る
。
し
か
も
、
②
を
除
け
ば
、
ω
～
㈲
に
共
通
し
て
い
る
の
は
英
文
そ
の

他
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
配
慮
し
た
修
正

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
、

『
日

零

外
交
文
書
』
所
収
の
文
書
は
布
集

日
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
お
そ
ら
く
そ
の

原
案
の
写
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
史
料
1
と
東
京
大
学
所
蔵
の
写
真
版
と
を
比
較
し
よ
う
。
写
真
版
と
の

蛎
袈曇叡 簡・

き
醇

眺

♂

書

!

'

'rr
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奈

　
比
較
な
の
で
正
確
な
こ
と
は
と
て
も
言

・え
な
い
が
、
本
文

の
筆
跡
そ
の
も
の
は
き

…
わ
め
て
類
似
し
て
お
り
、
本
文
の
内
容

は
全
く

一
致
す
る
。
た
だ
、
史
料
1
に
は

あ

る

「
陸
仁
」
の
署
名
が
、
東
大
所
蔵

の
方
に
な
い
点
だ
け
が
異
な

っ
て
い
る
・

さ
て
、

こ
の
王
政
復
古
の
布
告
書
に
関
し
て
行
な

っ
た
調
査
は
次
の
二
点
で
あ

る
。第

一
に
、

二
種
類
の
布
告
書
が
果
し

て
現
実
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点

-
を
出
来
る
だ
け
当
時

の

一
次
史
料
に
よ

っ
て
確
認
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
本
来
な
ら
ば
前
記
の
六
ケ
国
に
送
ら
れ
た
は
ず
の
布
告
書
が
何
故
日

本
に
残
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ま
ず
、
第

一
に
つ
い
て
。

『
日
本
外
交
文
書
』
第

一
巻

(上
)
に
は
慶
応
四
年

一
月
十
五
日
の
会
談
の

「会
見
記
」
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
翌
日
に
東
久
世
通
禧
が

へ
　

　

京
都
に
送

っ
た
報
告
番
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
東
久
世
通
禧
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

御
布
告
書
外
國
六
ケ
國

へ

一
通
宛
相
渡
ネ

ハ
、
本
國

ヘ

ハ
不
相
通
由

二
候
問
、
急

々
外

五
通
御
認
、
官

人
位
之
慮

ニ
テ
御
手
輕

二
御
指
越
可
被

下
候

、

御
實
名
之
方
、
可
然
ト
相
極
候

、
右

二
付

テ

ハ
兼
テ
御
越
意
之
庭
窺
居
候
間
、
國
印
計

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
テ
可
濟
ト
申
候

得
共
夫

ニ
テ
承
知
不
仕
旨

二
付

不
得
止
右
之
次
第

二
相
成
候
故

、

御
實
名
之
五
通
、
急

々
御
指
越
、
外
筥

ハ
桐
、
紫
紐
計

ニ
テ
宜
候

、

一
日

ニ
テ

モ
早

キ

方
宜
候
間
、
早

々
御
運
相
成
候
様
希
入
度
候
、
委
細

ハ
陸
奥
陽
之
助
指
上
候
間
御
聞

、

取
可
被
下
候

(傍
点

は
筆
者
)

「官
人
位
之
庭

ニ
テ
御
手
軽

二
御
指
越
」
と
は
東
久
世
通
禧
の
周
章
狼
狽
ぶ
り

を
あ
ら
わ
し
て
い
て
お
も
し
ろ
い
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
東
久
世
勅
使
は
会
談
に
あ

た

っ
て
布
告
書
を

一
通
だ
け
持
参
し
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
維
新
政
権
側
で
は

当
初
は
布
告
書
を
外
国
側
に
手
渡
す
つ
も
り
は
な
く
、
口
頭
で
布
告
す
る
だ
け
で

事
足
り
る
と
判
断
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は

「会
見
記
」

会
談

の
冒
頭
と
最
後
の
二
回
の
や
り
と
り
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

に
記
さ
れ
た

(
会
談

の
冒
頭
)

勅
使
日
今
日
ノ
布
告

ノ
勅
書

ハ
直

チ

ニ
各
本
國
帝

王
臣
人

二
布
告
セ
ラ
ル
＼
ヤ

各
公
使

日
唯
今
御
尋

ノ

一
條

ハ
追

テ
貴
答
可
致

(会
談

の
最
後
)

勅
使

日
彼

ノ
布
告

ノ
勅
書

ハ
直

二
本
國

二
送

プ
ル
＼
ヤ

各
公
使

日
諾
速

二
達

ス
可
シ

つ
ま
り
布
告
書

の
追
加
が
必
要
と
な

っ
た
の
は
、
こ
の
会
談
が
予
想
し
な
か

っ

た
展
開
を
み
た
た
め
で
、
東
久
世
通
禧
の
狼
狽
ぶ
り
も
こ
こ
に
起
因
し
て
い
た
。

次
に
、
前
の
引
用
文
の
傍
点
を
付
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
布
告
書

の
様
式
を
め
ぐ
り
、
維
新
政
権
と
外
国
公
使
側
で
対
立
が
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

維
新
政
権
は

「国
印
」
だ
け
で
十
分
と
判
断
し
、

一
方
、
公
使
側
は
天
皇
の
署
名

も
必
要
で
あ
る
と
し
て
布
告
書
の
修
正
を
要
求
し
て
、
結
局
、
維
新
政
権
側
が
譲

歩
し
て
い
る
。

で
は
、

「御
實
名
之
五
通
」
と
あ

っ
て
六
ケ
国
の
分
を
要
求
し
て
い
な
い
の
は

何
故
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
第

一
に
、
「会
見
記
」
に
は
布

告
書
の
様
式
を
あ
ぐ
る
や
り
と
り
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
レ
オ

ン

.
ロ
ッ
シ
ュ
が
会
談

の
翌
日
神
戸
を
発
ち
、
江
戸
に
向

っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど

か
ら
推
察
す
れ
ば
、
こ
の
布
告
書
の
修
正
を
め
ぐ
る
交
渉
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
を

除
外
し
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

以
上
の
こ
と
は
日
本
側
の
史
料
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
か
ら
も
裏

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
当
時
、
英
仏
両
国
の
対
立
か
ら
比
較
的
中
立
の
立
場
に

あ

っ
た
ア
メ
リ
カ
公
使
フ
ァ
ン

・
フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ

ル
ク
が

一
月
二
十
四
日
付

(旧
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暦
に
還
算
)
で
送

っ
た
国
務
長
官
あ
て
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ω
ロ
ッ
シ
ュ
が
神

戸
を
離
れ
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
公
使
に
よ

っ
て
対
日
交
渉
の
た
め
の
委

員
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
、
②
こ
の
委

員
会
は

一
月
十
八
日
と
二
十

一
日
の
二
回

に
わ
た
り
日
本
側
と
交
渉
を
も
ち
、

二
+

百

の
会
談
で
日
本
側
か
.礎

の
委
員

会
に
複
数
の
布
告
書
が
手
渡
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
に
引
用
し
た
東
久
世
通
禧
の
報
告
書
か
ら
み
て
、
王
政

復
古

の
布
告
書
と
し
て

「
御
名

・
国
璽
」
の
署

名
捺

印

さ
れ
た
も

の
と
、
単
に

「
国
璽
」
の
み
捺
し
た
も
の
と
二
種
類
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
従

っ
て
、
す
で
に
こ

の
時
点
で
国
印

(東
久
世
通
禧
は
こ
れ

を

「
國
璽
」
と
は
呼
ば
ず
、

「
國
印
」
と

表
現
し
て
い
る
点
に
注
意
)
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
つ
い
て
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
結
論
を
見
出
せ

て
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
外
務
省
お
よ
び

ア
メ
リ
カ
国
立
文
書
館

へ
の
照
会
の
結
果
、

こ
の
両
国
と
も
布
告
書
そ
の
も

の
は
現
存
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の

　
ら
　

理
由

は

不

明

で
あ

る

。

た

だ

、

ア

メ

リ

カ

の
場

合

は
、

在

目

ア

メ

リ

カ

領

事
館

所

国

一
管
の
対
日
関
係
文
書
の
う
ち
、
ち
ょ
う
ど

一
八
六
八
年

(慶
応
四
年
)

の
上
半
期

葛

の
部
分
が
紛
失
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
の
な
か
に
棄

、堂
.
が
含
ま
れ
て
い
た
の

明

　
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
先
に
ふ
れ
た

一
月
二
十
日
[
付
の
報
告
書
に
は
、
布
告

一
書

の
英
文
の
翻
訳
文
書
が
同
封
さ
れ
て
送
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
ヵ
国
立

文
書
館
に
現
存
す
る
。

三

45

「国
璽
」

に
関
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
史
料

(本
文
末
尾
史
料
H
)
は
京
都
の
中

へ
　
　

　
村
家
に
伝
わ
る
印
司

・
中
村
元
祥
の
記
録
で
あ
る
。

…

『太
政
官
代
御
用
筆
記
』

(以
下

『
筆
記
』
と
略
す
)
と
表
書
さ
れ
た
こ
の
記

鉦

は
・
印
司

●
中
村
元
祥
が
太
政
官
代
そ
の
他
か
ら
の
指
示
に
よ

っ
て
各
種

の
官

㎜
印
を
維
新
政
府
の
た
め
に
刻
し
た
過
程
を
・
元
祥
自
身
が
妻

綴

っ
た
も

の
で
あ

る
。『筆

記
』
は
慶
応
三
年
十
二
月
十
九
日
に
万
里
小
路
博
房
か
ら

「
大
日
本
国
璽
」

の
彫
刻
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
翌
慶
応
四
年

(明
治
元
年
)
十

一
月

十
七
口
ま
で
の
約
十

一
ケ
月
間
に
お
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
間
に
中
村
元
祥
が
印
刻

し
た
官
印
は
、
府
県
藩
印
を
含
め
る
と
総
数
二
〇

一
願
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
か
ら

代
表
的
な
も
の
だ
け

あ

げ

る

と
、
中
央
機
構
の
官
印
と
し
て
は
ま
ず

「総
裁
之

印
」
が
あ
り
、
「神
砥
事
務
総
督
」
、
「
内
國
事
務
督
」
、

「外
国
事
務
総
督
」
、

「會

計
事
務
総
督
」
、
「刑
法
事
務
総
督
」
、
「制
度
事
務
総
督
の
い
わ
ゆ
る
七
科

(慶
応

四
年

一
月
十
七
日
制
定
)
の
印
、
ま
た
、
八
局

(同
年
二
月
三
日
制
定
)

の
な
か

の

「軍
防
局
印
」
な
ど
が
あ
る
。
戊
辰
戦
争
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、

「
大

中村家 に伝 わる 「国璽 」その他の印影 につい

ては、かつて京都新聞(昭和40年5月5日 付)

に紹介されたことがあ る。
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i印 剣 発注 日i納 入 副 印 名

1大 日綱 璽 璽 搬 日}慶搬 巳 堕 鑓裁判罰纏

神祇事 務総督

内國事務総督

外國事務総督

海陸事 務総督

會計事務総督

刑法事務総督

制度事勢総督

大坂裁判所総督

大坂裁判所
副総督

大和國鎮撫総督

軍 防 局

大 総 督 庁

海 軍 総 督

奥羽鎮撫総督

総 裁

嘉 影

基 修

陸 歌

陸 聚

時 原

光 徳

通 房

通 旭

陸 認(改 刻)

兵 庫 裁 判 所

親 兵 府

親 兵 監 察 府

京都裁判所惣督

順 ・濱 裁 判 所

ド列轟 一霧　房

大津裁判所
1総 督府.大津裁判所

参 謀隔 需裁判所一

総 督

慶 応4年i

_1月20旦_L

ii

塾 一一
〃1

-------------------

i

//

卜
i/

一 一 一一一 一一一

//

〃

1月29日2月6日

〃 〃

2月1日2月6日

2月14日
i

!!1

2月16日
一1

2月29日

//

//

ii

--2唄.2曾 昼

_1ノ.…

!ノ

//

1

2月30日

3月13日i
-----

3月27日 「
　 へ 　 　　 　 　　

ii

〃1

一1

4月10則

4月14則

i/

ii

(2月20日 ごろ)

3月1日

//

//

!!一 　 一一 『

3月1日 一一

!ノ

____

//

て一 一._

3A6Q

3月7日

3月7口

//

3月16日

3月30日

!ノ

斗昼7Q

,±墨 胆
1

4月27日
L_____.

}

制 度

1佐 渡 裁 判 所

三遠駿裁判所
総 督

美濃飛騨裁判所総 督

,監 察 使

笠松裁判所典　　
　　　　

/室 啄 旦
　ゆ おに

　

匝 啄 官
神 祇 官

會 計 官

刑 法 官

i外 国 官

軍 務 官
1

外國官(改 刻)

i外國事務総督印
　 　 　 　 　 　 　 　

1外 國 事 務 局

外國事 務総督

日 本

議政官史官検査

丞_都 董.

大坂府(石 印)

江 戸 府

まミ 　　キ 　

1_..一.

越 後 府

神 奈 川 府

一箱.一 鮪.歴

大 津 府
　　　 へ 　

1奈 良 縣

=----　 　 　　

1兵 庫縣(石 印)
i笠 松 縣

1-_一_一____

高 山 縣

三 河 縣

46

　 　 　 　 　　
　 へ-------i

発 注 則 納 入 恥

〃一コ7叫 「

4月、7日 一"「

閏4月7日 閏4月18日1
　 　　 　 へ 　 　 　 　 ヨ

I

l〃//

墨遡 顕.蠕郵蟹1
閏4月10日 閏4月11日1

　 　　　　 　 　 　　 　 　　 　ヘ ヂ　コ

_=ユ む 　 　 　 　 ユ　

糊…調麗
閏4月26日15月2口

〃
15月3日1

　 へ へ 　 　へ 　　　 　　　へ 　　 　マ　　 　 　 　 ヨ　　　 　　

i

//I//

.旨 一一.}
ト 　

ト　 　…-7「 一 一

"一… 「
ミ

ー一 ト ー 一一 一一 一一 一 一 一一 一 一

__"L
-'ノ ー 一一コ

5月2・ 日}5月27日i

__-L.蚤 聖2日_I
A

//

//

//

6.月25日7月3日

6月27日7月29日

〃 〃

「東 京庁 ト被相"

威どヨ付.見合 」一

〃7ノ ヨ29日

!ノ 〃

6月27日 〃
一 ト ー一 一一

ノノ 〃

〃 〃

〃"1

一

,!「 … 一一//一 一____i

… ∵ 「 一
〃1

　 　 へ 　 　へ　 　　 　　 　 　　 　 　 　　　 　

〃1〃

1_____一_____一 一一__一_一

ノノ トiノ1



納 入 日

8月7日

9月7日

9月14日

9月18日

発 注 日

8月4日

　

10月7日

9月10日

9月16日

9月27日

10月16日

11月9日

ノノ

(10月27.28
日ご ろ)

11月3日

〃

11月8日

 

}

皿

〃

〃

明石:「 国璽」 に関する新史料

名印

)

蒸

刻

皿

改

…

(

一
那

辮官事記(模刻)

行政官(模 刻)

兵 編(模 刻銅印)

新 潟 府

加 奈 川 縣

大坂府(銅 印)

陸 奥 内 分 藩

土 佐 内 分 藩

岡 山 新 田 藩

〃

発 注 日 拗 入 日

6.月27日 、7月29日

//

//

〃

〃

鳥 取 新 田 藩

47

〃

〃

〃

〃

〃

7月13日

7月16日

7月26日

8月7日

 

名印

美 濱 縣

縣敷

〃

7月7日

　

　

懸

遜

遜

遜

藩

 
　

}

田

高

}
草

久

㎜
塗

日

星

天

堺

紀 州

〃

7月10日

7月14日

7月25日

8月4日

 

藩州筑

渡 會 府

度會府(改 刻)

東 北 游 撃 将

東京府(改 刻)

1)

2)

「印」、 「之 印」 は原則 として省略 した。

ここには印名、発注 日、納 入[の 不明な ものは含まれて いない。

和
國
鎮
撫
総
督
」

「
奥
羽
鎮
撫
総
督
」

「東
北
游
撃
將
印
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

他
、
府
県
藩
印
、
各
地
裁
判
所
総
督
印
な
ど
が
多
数
あ
り
、

『筆
記
』
は
こ
れ
ら

の
官
印
が
い
つ
、
誰
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
寸
法
、
材
質
は
何
か
と
い
っ
た
こ
と

ま
で
実
に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
左
に
そ
の

一
覧
表
を
か
か
げ
て
お
く
の
で
、

詳
細
は
史
料
H
と
こ
の

一
覧
表
に
ゆ
ず
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
中
村
家
に
は
元
祥
が
印
刻
し
た
数
多
く
の
官
印
の
印
影
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は

「
国
璽
」
の
そ
れ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
示

し
た
写
真
が
そ
れ
で
あ
る
。

「筆
記
」
に
よ
れ
ば
元
祥
が
刻
し
た

「国
璽
」
は
石

材
で
、
方
二
寸
四
分
と
あ
る
が
、
印
影
の
大
き
さ
は
縦
、
横
と
も
七

・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
ほ
ぼ
二
寸
四
分
に
相
当
す
る
。
ま
た
印
文
の
築
字
、
大
き
さ
と
も

史
料
1
の
も
の
と
完
全
に

一
致
す
る
。

次
に

『筆
記
』
で
は
元
祥
が

「
国
璽
」
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
慶
応
三
年
十

二
月
十
九
日
と
な

っ
て
い
る
が
、

『
岩
倉
公
實
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
は
ま
さ

に
維
新
政
権
が
王
政
復
古
を
外
国
公
使
団
に
布
告
す
る
た
め
に
三
職
会
議
を
開
い

て
、
布
告
文
を
検
討
し
て
い
た
時
期
に
あ
た

っ
て
い
る
。
左
に
引
用
し
た
文
が
そ

(
7
)

れ

で
あ

る
。

(
慶
応
三
年
)
十

二
月
十
八

旦

二
職
會
議

ヲ
開
ク
具
親
乃
チ
王
政
復
古
ヲ
外
國
公
使

二
告

ク

ル
ノ
文
案
詔
書
盤
ト
官
宣
髄
ト
ノ

ニ
通

ヲ
提
出

ス

(中
略
)
而
シ
テ
之

ヲ
三
職
ノ
議

二

附

シ
又
三
番
所

ノ
堂
上
及

ヒ
在
京

ノ
諸
藩
主

二
諮
絢

ス
皆
詔
書

ヲ
以

テ
善
ト

ス
十
九

日
之

ヲ
奏

シ
哀
裁

ヲ
仰
キ

且
勅
使

ヲ
派
遣

シ
テ
以

テ
外
國
公
使

二
告
ケ
シ

ム
ル
コ
ト

ニ
決
定

ス

是

二
於
テ
正
親
町
公
董
鳥
丸
光
徳

二
勅
使

ヲ
命

セ
ラ

ル
ヘ
キ

ノ
内
旨

ヲ
傳

フ
ニ
十
日
詔
書

二
御
名

ヲ
親
署

シ
御
璽

ヲ
鈴

シ
総
裁

議
定
参
與
副
署
押
印

セ
ン
ト

ス
ル
ニ
臨

ミ
松
平
慶
永

異
議
ヲ
建

テ

・
日
ク

(
中
略
)
詔
書
中

二
列
藩
会
議

ヲ
興
シ
云

々
ノ
語
ア
リ
而

ル

ニ
目
下

在
京
ノ
諸
藩

ハ
僅

二
四
五
藩

二
過
キ

ス
若

シ
外
國
公
使

ヲ
シ
テ
之

ヲ
聞
カ
シ
メ

ハ
恐
ラ
ク

疑
惑

ヲ
懐

カ
ン
前
キ

ニ
召
命

ヲ
受
ケ
タ

ル
諸
藩
ノ
上
京

ヲ
待

テ
其
會
議
ヲ
開

ク
ノ
後

二
於



48第12号

テ
之

ヲ
實
行

ス
ル
モ
亦
未
タ
晩

シ
ト
セ
サ

ル
ナ
リ
願
ク

ハ
論
ク
之

ヲ
停
閣

セ
ラ

レ
ン

コ
ト

ヲ
松
平
茂
勲

モ
亦
異
議

ヲ
建

ツ
略

ホ
慶
永

力
論
旨
ト
同

シ
而
シ
テ
松
平
豊
信

ハ
熟
思

ヲ
要

ス
ト
上
言

シ
以

テ
其
副
署
押
印

ヲ
拒

ム
ニ
十

二
日

二
至
リ
豊
信
書

ヲ
上

リ
テ
日
ク
朝
廷

ヨ

リ
公
然
ト
王
政
復
古

ヲ
外
國
公
使

二
告

ク

ル
ハ
諸
藩
主
會
議
ノ
後

二
於

テ
當

サ

ニ
之

ヲ
為

ス
ヘ
シ
先

ツ
徳
川
内
府

二
命

シ
政
灌
奉

還
ノ
事

ヲ
假

セ
シ
ム
ル
ヲ
以

テ
善
ト

ス
朝
議
姑
ク

之

ヲ
寝

ム

い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
に
は
必
ず
し
も
文
書
様
式
が
十

分
に
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
点
を
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
一
一、
三
に
お
い
て
二
つ
の
史
料
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

「国
璽
」
制
定
の
時
期
を
明
治
四
年
と
す
る
通
説
の
再
検
討
を
う
な
が
す
に
足
る

史
料
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
次
に
節
を
改
め
て
、

「
国
璽
」
11
明
治
四
年
制

定
説
そ
の
も
の
の
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

良 大 学 紀 要

 

奈

引
用
文
の
後
半
部
分
に
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
時

の
布
告
書
は
松
平
慶
永
、
浅
井

一
茂
勲

(長
勲
)
、
山
内
容
堂
ら
公
武
合
体
派
の
諸
侯

の
抵
抗
に
あ

っ
て
、
結
局
作

…
成

さ
れ
ず
に
終

っ
た
が
・

『太
政
官
代
御
用
籍

』
で
・

函

璽
L
作
成
が
命
じ

　

一
ら
れ
た
と
あ
る
十
二
月
十
九
日
は
、
ま
さ
に
三
職
会
議
で
示
さ
れ
た
布
告
書
の
原

一
案
が
決
定
さ
れ
て
天
皇
の
裁
可
を
求
め
た
日
で
あ
り
・

「国
璽
」
が
万
里
小
路
博

　

二
房
に
川
け
ら
れ
た
十
二
月
二
十
日
は
、
ち

ょ
う
ど
布
告
書

(詔
書
)
に
い
よ
い
よ

一
署
名

.
押
印
さ
れ
る
日
に
あ
た

っ
て
い
る
。

「国
璽
」
が
わ
ず
か

一
両
日
で
彫
刻

…
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
点
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
理
解

で
き

「
る
・

つ
ま
り
・
布
告
書
作
成
の
た
め

に
・

「国
璽
」
が
急
拠
印
刻
さ
れ
た
と
判
断

し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

も

っ
と
も
、
引
用
文
に
よ
れ
ば

「
詔
書

二
御
名
ヲ
親
署
シ
御
璽
ヲ
鈴
シ
」
と
あ

一
り
、

「
御
璽
」

つ
ま
り

「天
皇
御
璽
」
を
用
い
る
予
定
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
記

「
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
布
告
書
自
体
が
実
在
し
な
い
の
で
あ
る
か

ら
何
と
も
言
え
な
い
。
あ
る
い
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
結
果
的
に

「御
璽
」
を
川

一
い
る
こ
と
と
な

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は

『岩
倉
公
實
記
』
の
編
者

一
が

「詔
書
」
す
な
わ
ち

「
製

・
御
璽
」
と
即
断
し
て
、
か
か
る
記
述
に
な

っ
た

　
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
二
で
引
用
し
た
東
久
世
通
禧
と
公
使
団
と

一
の
応
答
で
は
東
久
通
禧
は
布
告
書

の
こ
と
を

「国
書
」
と
は
呼
ば
ず
に
、
は

っ
き

「

「勅
書
」
と
言

っ
て
い
る
が
・

こ
の

「勅
勲
。」
に
は

「国
璽
」
が
押
印
さ
れ
て

四

ま

ず

、

通

説

を

代

表

す

る

も

の
と

し

て
、

(
8

)

三

H

の
項

を

引

用

す

る
。

『明
治
天
皇
紀
』
の
明
治
四
年
五
月

三
日

御
璽
を
改
刻
し

、又
新
に
國
璽
を
刻
し
た
ま

は
ん
と
し
、
其
の
拝
刻
を
大
藏
省
出
仕

小
曾
根
榮

蹴
に
命
じ

、
是
の
日
、
宮
中
櫻
間
上
段
に
於

て
奉
仕
せ
し
む
る
こ
と
と
為

し
た

ぜ

ロ

ま
ふ
、
尋
い
で
刻
成

る
、
御
璽
の
築
文

に
日
く
、
天
皇
御
璽
、
國
璽
の
筆
文

に
日
く

、
大

日
本
國
璽
、
共

に
石
材
な
り
、
蓄
御
璽
は
銅
材
に
し
て
、
明
治
二
年
七
月
官
位
相
當

の
制

を
立

つ
る
に
當
り

て
御

璽
の
用
例
を
定
め
、
勅
任

の
官
記
、
勅
授
の
位
記
等
に
之

れ
を
鈴

す
る
こ
と
と
為
し
、
其

の
後
、
贈
官

・
贈
位

・
詮
號

の
宣
旨
鋤
び
に
使
臣
を
外
國
に
差
遣

し
、
征
討
絡
督
を
任
じ
、
庶
政
を
大
臣

に
委
す
る
等

の
詔
書
に
も

亦
之
れ
を
鈴
し
た
ま
ふ
、

然
る
に
其
印
文
年
を
経

て
明
瞭
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
本
年
大
藏
卿
伊
達
宗
城
を
欽
差
全
椹

大
臣

と
し
て
清
國

に
差
遣
す
る
に
方
り
、
頓
か

に
改
刻
を
命
じ
た
ま

へ
る
も

の
に
し

て
、

之
れ
を
其

の
委
任
状

に
鈴
し
た
ま

ふ
、
又
其
の
國
書

に
鈴
せ
ん
が
た
め
、
新
に
國

璽
を
刻

し
た
ま

へ
る
な
り
、
國

璽
の
制
藪

に
始
ま
る
、
而
し

て
當
時

未
だ
掌
鈴

の
官
制
な
し
、
時

に
臨

み
て
太
政
官
よ
り
宮
内
省

に
牒
し
、
宮
中

に
於
て
之

れ
を
鈴
す
る
を
例
と
す
、

○
公
文
録
、
御
.璽
國
璽
調
書
、
御
璽
國

.璽
二
関
ス
ル
参
考
書
、
印
璽
考

こ
の

『明
治
天
皇
記
』
の
記
述
に
は
い
く
つ
か
不
明
な
部
分
が
あ
る
。
ま
ず
、

「
御
璽
」
改
刻
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
伊
達
宗
城
の
委
任
状
お
よ
び
国
書
に
つ
い
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て
で
あ
る
が
、

『
日
本
外
交
文
書
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
明
治
四
年

辛

未

五
月

(
9

)

(日
欠
)

の
国
書
に
は

「御
名
」
と
右
大
臣
三
条
実
美
の
副
署

・
花
押
が
あ
る
が
、

(
10

)

「
国
璽
」
は
捺
さ
れ
て
な
い
。
ま
た
、
委
任
状
に
は
日
付

(い
わ
ゆ
る
画
日
)
の

み
で

「
御
名
」

「御
璽
」
と
も
欠
い
て
い
る
。
こ
の
点
は
古
来
の
様
式
に
も
と
つ

い
て
控
え
の
文
書
に
印
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば

「
其
印

文
年
を
経
て
明
瞭
な
ら
ざ
る
を
以
て
」
と
い
う
改
刻
の
理
由
が
意
味
を
な
さ
な
く

な
る
。
ま
た
、
欽
差
大
臣
の
委
任
状

に

「御
璽
」
を
用
い
た
と
あ
る
の
は
当
時
の

外
交
慣
例
上
か
ら
し
て
も
不
都
合
だ
し
、
後
の
公
文
式
の
規
定
と
も
く
い
ち
が
う
。

次
に
、

『
明
治
天
皇
紀
』
の
編
者
が
列
記
し
て
い
る
曲
ハ拠
文
献
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
宮
内
庁
図
書
寮

へ
の
照
会
の
結
果
、

「公
文
録
」
以
外
の
三
点
の
所
在
は

(
11
)

不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

「公
文
録
」

の
内
容
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

(伺
書
)

今
般

御
國
璽
彫
刻
ノ
儀
當
省
出
仕
小
曽
根
乾
堂
へ
申
付
候
慮
御
品
柄
ノ
儀
二
付
櫻
ノ
問
上
段
二

於
テ
彫
刻
為
仕
度
此
段
申
進
候
也

辛
未
五
月
三
日

大
賊
省

辮
官
御
中

こ
の
伺
書
は
単
な
る

「国
璽
」
彫
刻
の
場
所
に
つ
い
て
の
要
請
で
あ

っ
て
、
こ

れ
に
よ

っ
て
は
、

「国
璽
」
が
は
じ
め
て
印
刻
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
改
刻
な

の
か
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
判
断
で
き
な
い
。
ま
た
、

「公
文
録
」
に
は
、
こ
の

前
後
に

「国
璽
」
に
関
す
る
記
録
は
存
在
し
な
い
。

で
は
、

『明
治
天
皇
紀
』
の
編
者

は
何
に
も
と
つ
い
て

「
国
璽
」
制
定
に
関
す

る
こ
の
記
述
を
な
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

「国
璽
」
制
定
11
明
治
四
年
説
、

い

い
か

え

れ
ば
明
治
四
年
以
前
に
は

「国

璽
」
は
在
存
し
な
か

っ
た
と
い
う
見
解
は
、
実
は

『明
治
天
皇
紀
』
が
最
初
で
は

な
い
。
こ
の
見
解
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
時
期
は
意
外
に
早
く
、
私
の
知
り
得
た
範

囲
で
も
、
明
治
期
に
お
い
て
す
で
に
三
種
類
の
記
録
な
い
し
文
献
が
存
在
す
る
。

(
12

)

一
つ
は
、
外
務
省
所
蔵
文
書

「御
璽
國
璽
関
係
雑
件
」
の
綴
り
に
収
あ
ら
れ
て

い
る

「
御
璽

・
國
璽

二
関
ス
ル
取
調
ノ
件
」
と
題
す
る
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
明

治
四
十
三
年
に
ア
メ
リ
ヵ
大
使
館
か
ら
の
調
査
依
頼
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
こ
に
は

「
明
治
四
年
以
前
ニ
ハ
國
璽
ノ
制
無
シ
中
外
ヲ
通
シ
テ
総
テ
御
璽

ヲ
用
ヒ
ラ
レ
タ
リ
」
と
、
は

っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。

残
り
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
も
の
で
、
ひ
と

つ
は
明
治
二

十
年
二
月
図
書
寮
作
成

の

『
図
書
寮
記
録
』
、
も
う
ひ
と

つ
は
作
成
年
不
詳
の
和

綴
の
小
冊
子

『印
璽
沿
革
』
で
あ
る
。

『
図
書
寮
記
録
』
は
そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば

「帝
室
ノ
記
録
ヲ
編
纂
ス
ル
」
こ
と

を
目
的
に
作
成
さ
れ
、
上

・
中
編
そ
れ
ぞ
れ
三
巻
、
お
よ
び
目
次
の
み
の
下
編
か

ら
な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

「
国
璽
」
に
関
す
る
部

分

は

上
編
巻
二
第
三
章

「印
璽
」
の
な
か
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
編
纂

・
考
証
に
あ
た
っ
た
の
は
小
中
村

清
矩
、
村
岡
良
弼
、
小
野
正
弘
ら
で
、
と
く
に
維
新
後
の
部
分
は
小
野
正
弘
が
担

当
し
た
と
あ
る
。

『
印
璽
沿
革
』
は
全
体
が
三
章
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
第

一
章

「内
印
外
印
旧

制
」
と
第

二
章

「
印
璽
考
証
」
は
図
書
寮
准
奏
任
御
用
掛

.
矢
野
玄
道
が
執
筆
し
、

第
三
章

「
維
新
以
後
印
璽
之
制
」
は
前
述
の
小
野
正
弘
が
執
筆
し
て
い
る
。
作
成

(
13

)

年
月
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
矢
野
玄
道
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
彼
が
図
書
寮
御

用
掛
を
つ
と
め
て
い
た
時
期
は
明
治
十
七
年
八
月
か
ら
同
十
九
年
二
月
ま
で
で
あ

り
、
従

っ
て

『
印
璽
沿
革
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
少
く
と
も
明
治
十
九
年
二
月
以

前
で
あ

っ
た
と
推
定

で
き
る
。

両
者

の
記
述
は
、
数
ケ
所
の
表
現
上
の
違
い
を
除
け
ば
内
容
が
完
全
に

一
致
し

て
お
り
、
従

っ
て

『
印
璽
沿
革
』
が
最
初
に
起
草
さ
れ
、
次

に

そ

れ

を
も
と
に
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『
図
書
寮
記
録
』
の
当
該
箇
所
が
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
引
用
す
る

の
は
、

『
印
璽
沿
革
』
の
第
三
章

「
維
新
以
後
印
璽
之
制
」
か
ら
の
抜
葦
で
あ
る
。

御
璽

ハ
初

メ
御
傳

來
ノ
銅
印

ヲ
用

ユ
四
年
五
月
全
樺
大
臣
伊
達
宗
城
ヲ
清
國

二
遣

ハ
ス
ニ

際

シ
印
文

ノ
不
明
ナ

ル
ヲ
以

テ
更

二
石
印

ヲ
彫
刻

セ
シ
メ
タ
リ
然

ル
ニ
草
卒

ノ
刻
、
字

髄

典
雅

ナ
ル
ヲ
得
ズ
、
是

二
於

テ
宮
内
省
、
金
印
鋳
造

ノ
議
ヲ
上

リ
翌
七
年
七
月
刻
成

ル
方

三
寸
築
文
ナ
リ
今
之
ヲ
用

ユ

明
治

四
年
以
前

ハ
國
璽
ノ
制
無

ク
中
外

二
通

シ
テ
絡

ヘ
テ
御
璽
ヲ
用

ヰ
タ
リ
四
年
五
月

石

印

御
璽

ヲ
改
彫

ス
ル
ニ
際

シ
始

テ
國

璽
ヲ
制

ス
亦
石
材

ナ
リ
文

、
大

日
本
國
璽

ト
ア
リ

七
年
七
月

御
璽
ト
共

二
金
印

ヲ
改
鋳

ス
方
三
寸
、
文
、
前

二
同

シ
今
之

ヲ
用

ユ
國
爾
ヲ

御
璽
ト
分
チ
用
ヰ
タ

ル

ハ
新
創

ノ
制

タ
リ
姑
肺
靹
印
醐
蜘
〃
胴
ガ
の

先
に
61
用
し
た

『明
治
天
皇
紀
』

の
記
述
と
比

べ
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
の
基
本
的
内
容
は
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
の
外
務
省
の

調
書
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
次
に
紹
介
す
る
二
通

の
書
翰
は
、

『
印
璽
沿
革
』
お
よ
び

『
図
書

寮
記
録
』
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
の
も
と
で
執
筆

・
編
纂
さ
れ
た
か
を
知
る

上
で
興
味
あ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
引
用
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
ど
ち
ら
も
井
上
毅
か
ら
伊
藤
博
文

へ
宛
て
た
書
翰
で
、
最
初
の
方
が
明
治
十

六
年
十
二
月
二
十
八
H
、
あ
と
の
方
は
明
治
十
八
年
九
月
二
十
八
日
の
日
付
と
な

っ
て
い
る
。

○
昨

日
条
公
よ
り
大
政
紀
要
之
修
成
を
私

へ
被
仰
付
旨
沙
汰
有
之
候
。

右
初
稿

一
覧
候
処
、
猶
二
三
稿
を
経
十
分

に
手
を
入
れ
ず

し
て
は
、
世

に
公
に
す
る
に

至
り
申
間
布
候
。

一
部
之
官
撰
歴
史

、
縦
令
頼
山
陽
た
り
と
も
中

々
勿
率
間

に
は
整
備

い
た
し
難
く
、
若
又

一
時
之
事
情

に
よ
り
急
速
公
布
候
は

＼
、
必
疎
漏
百
出
、
世
之
笑

柄

と
相

成
候
而
宮
内
省
特
撰
史
之
体
面
を
辱
し
む

べ
く
と
存
候

。

就
而
小
生
に
此
先
被
命
候
は
＼
、
縦
令

一
年
半
乃
至
二
年
間
参
事
院
議
官
之
職
井
其
他

之
官
務
を
被
免
、
専
ら
宮
内
省
御
用
掛
に
(又
は
修
史
館
御
用
掛
)被
仰
付
、
主

一
に
考

証
編
成
に
従
事
い
た
し
度
、
右
存
意
書
付
に
而
申
出
る
筈
之
処
、
右
書
付
は
山
県
参
議

(
14
)

殿
一
覧
直
に
懐
中
に
相
成
候
。

(後
略
)

○
図
書
寮
に
て
編
纂
候
書
類
、
左
に
目
録
の
通
り
呈
出
奉
供
覧
候
。

一
、
親
政
体
制

中
古
親
政

文
部
省
御
用
掛

小
中
村
清
矩
草

維
新
後
親
政

内
閣
書
記
官
兼

小
野
正
弘
草

図
書
寮
御
用
掛

一
、
詔
書
考

古
詔
勅
之
制

参
事
院
議
官
補

村
岡
良
弼
草

維
新
後
詔
勅
之
制

小
野
正
弘
草

一
、
印
璽古

印
爾
制

図
曹
寮
御
用
掛

矢
野
玄
道
草

維
新
後
印
璽
制

小
野
正
弘
草

一
、
華
族上

古
貴
族
考

図
書
寮
御
用
掛

井
上
頼
国
草

維
新
後
華
族
沿
革

図
苔
寮
御
用
掛

山
県
篤
蔵
草

一
、
位
勲位

勲
之
制

小
野
正
弘
草

一
、
位
部

一
、
勲
部

有
位
帯
勲
者
犯
罪
処
分
井
訟
獄
特
例

同
前

一
、
学
習
院
始
末

山
県
篤
蔵
草

一
、
皇
統
嫡
庶
表

太
政
官
権
少
書
記
官

箕
輪
醇
草

計
七
部

(中
略
)

序
乍
ら
分
外
奉
申
上
候
。
詔
勅
印
璽
之
制
は
中
古
の
改
革
に
於
て
は
区
別
明
瞭
に
条
草
整
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理
し
、
王
政
の
典
憲
完
備
候
処
、
維
新
以
後
草
創
之
際
是
等
重
大
之
件
に
お
い
て
未
だ
一

定
之
典
範
あ
ら
す
。
乍
恐
皇
室
之
欠
典
に
可
有
之
勲
と
奉
存
候
。
伏
願
く
は
速
に
御
評
議

(
15
)

御
決
定
有
之
度
奉
存
候
。
(後
略
)

井
上
毅
が
、
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
期
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
き
天
皇

制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
構
築

の
実
務
的
指
導
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
今
日
で
は
も
は
や

常
識
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
井
上
毅
が
す
べ
て
の
官
務
を
排
し
て
取
り

つ
く
み
た
い
と
、
並
々
な
ら
ぬ

意
欲
を
も

っ
て
の
ぞ
ん
だ

「宮
内
省
特
撰
史
」

の
編
纂
事
業
が
結
実

し

た
も

の

が

『
図
書
寮
記
録
』
で
あ
り
、
伊
藤
博
文
の

「供
覧
」
を
請
う
て
呈
出
し
た

「
印

璽
」
が

『印
璽
沿
革
』
そ
の
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

伊
藤
博
文
白
身
は
慶
応
四
年

一
月
の
公
使
団
と
の
会
談
に
東
久
世
通
禧

の
随
員
と

し
て
加
わ

っ
て
い
た
。
井
上
毅
と
伊
藤
博
文
の
間
で
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
展

開
さ
れ
た
か
な
ど
窺
い
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
伊
藤
、
井
上
ら
に
よ

っ
て
指
導
さ

れ
た

「宮
内
省
特
撰
史
」
の
編
纂
事
業
は
、
天
皇
制
を
権
威
づ
け
る
と
い
う
明
確

な
政
治
的
意
図
に
よ

っ
て
貰
か
れ
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

「国
璽
」
11
明
治
四
年
制
定
説
は
極
あ
て
早
い
時
期
に
、
つ

ま
り
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
確
立
す
る
明
治
十
年
代
末
に
宮
内
省
の
正
式
見
解

と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
慶
応
四
年

一
月
の
王
政
復
古
の
布
告
書
に
用

い
ら
れ
た

「国
璽
」
は
、
こ
の
宮
内

省
の
正
式
見
解
に
よ

っ
て
、
存
在
自
体
が
否

(
16
)

定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『明
治
天
皇
紀
』
は
単
に
そ
れ
を
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、

「維
新
以
後
草
創
之
際
…
未
だ

一
定
典
範
あ
ら
ず
。
乍
恐
皇
室
之
欠
典

に
可
有
之
鰍
」
と
井
上
毅
が
嘆
い
た

「
詔
勅
印
璽
之
制
」
の
確
立
は
、
こ
の
直
後

の
明
治
十
九
年
二
月
二
十
六
日
の
勅
令
第

一
号
、
公
文
式
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
実

現
す
る
。

注

(1
)

「国
璽
」
制
定
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、
田
山
茂

「御
璽
お
よ
び
国
璽
の
由

来
」

(
国
会
図
書
館

発
行

『
レ
フ
ア
レ
ン
ス
』
第
二
二
二
号
、

一
九
六
九
年
七
月
)
が

あ
り
、
石
井
良
助

『
は
ん
』

(
一
九
六
四
年

、
学
生
社
)
も
若
干
ふ
れ
て
い
る
が
、
基

本
的

に
は

『
明
治
天
皇
紀
』

に
述

べ
る
所
と
大
き
な
違
い
は
な

い
。
な
お
、
石
井
氏
は

「
国
璽
」
を
国

の
印
章

と
し

、
田
山
論
文

は
天
皇

の
印
章

と
し

て
い
る
。

(
2
)

『
日
本
外
交
文
書
』
第

一
巻

(
上
)
九
九
。

(
3
)

同

右

(
4
)

ぎ

a

σq
寄

巨

凶8

ω
。
h
け冨

d
旨

巴

ω
翼

①
ω
レ

。。
鵠
●
℃
9。
「
二
・
℃
,

O
♂
ー
O
忠

(
5
)

萩
原
廷
寿
氏
は

ロ
ッ
シ

ュ
が
布
告
書
を
意
図
的

に
送
ら
な
か

っ
た
と

し

て

い

る

(朝

日
新
聞
連
載

「
遠
い
崖
」

一
九
八

一
年
五
月

二
六

日
付

)
。

(
6
)

京
都

の
護
国
神
社
裏
に
中
村
元
鮮

の
孫
、
元
三
が
建
立
し
た
元
鮮

の
墓
碑
が
あ
り
、

そ
れ
に
記
さ
れ
た
略
伝
に
は
元
鮮

は
明
治
五
年

一
月
六

日
に
六
十
六
才

で
没
し
た
と
あ

る
。
ま
た
、
中
村
家
は
代

々
、
近
衛
家

に
仕
え
る
公
家
侍

で
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
中
村

元
祥

の
存
在
を
知

っ
た
の
は
石
井
研
堂

『
明
治
事
物
起
源
』
が
き

っ
か
け

で
あ
る
。
こ
こ
に
は

「
国
璽
」
が
中
村
元
鮮

の
製

作
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
快

に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
だ
が

こ
の
石
井
説
は
今
日
ま
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な

か

っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
史
料

は
、
こ
の
石
井
説
の
正
し
さ
を
根
拠
づ
け

る
も

の
で
あ

る
。

ノヘ ノへ

1615
uu

　 ノ　　　 　 ノ　　　 　 ノへ 　 ノへ

と113...12伺1110、9、8、7
一

『
岩
倉
公
実
記
』
第
二
巻

一
九

ニ
ー

一
九

五
頁
。

『
明
治
天
皇
紀

』
第

二
巻

四
五
八
頁
。

『
日
本
外
交
文
書
』
第
四
巻

(上

)

一
四
七
。

同

右

国
立
公
文
書
館
所
蔵

「
公
文
録

」
カ
●
鳶
b

>
り
⑩
・
「
明
治
四
年
辛
未
五
月
大
蔵
省

外
務
省
所
蔵
文
書
。
六
門
四
類

一
項
。

矢
野
太
郎
著

『
矢
野
玄
道
』

(
愛
媛
県
先
哲
偉
人
叢
書
)
、
昭
和
八
年
。

『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
二
巻

三
四
二
頁
。

同
右
、
三
五
七
頁
。

王
政
復
古
の
布
告
書

に
用

い
ら
れ
た

「
国
璽
」
が
そ
の
存
在
を
否
定

さ
れ
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
理
由
は
明
ら
か

で
な
い
。
全
く

の
偶
然
的
な
事
情
を
別
に
す
れ
ば
、
さ
し
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◆

繕
本
嘩
奮

婁

鶉
外
劇
璽

風
縫
響
蔭
人

禽
惹
・將
蟹
藏
　バ
慶
必

嚇

婦
久
蕉
必
制
ん
涛

奔
鉄

華

義
栽

丸
乃
◎
従
前
捧
藷

唄

人
煮

β

箱

脅
ム
而
後
蓄

爆
勢
人
皇

稲

請
諸
禽
瓦
姦

之
勲
専

命
看

脅
等
塔
闘

な
峡
蒜
釦
斯
者

慶
奮

歪

響

睦

仁
、・

'

、

、

へ

'

(上)奉,4}:紙 。 八折 り。朱 印。 寸 法 は縦46.3cm、 横64.5cm。

(下)「 国璽」の部分を拡大。寸法は縦 、横 ともに

7.4cmで 、ほぼ方二寸四分にあたる。

あ

た
り
次

の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ひ
と

つ
は
、
こ
の

「
国

璽
」
が
わ
ず

か

一
両

日
で
彫
刻
さ
れ
た
た
め
、
印
鉦
、
印
綬

な
ど

の
部
分
が
極
め
て
不
十
分

で
あ
り
、

そ
の
た
め
に

「
国
璽
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な

い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
。

も
う

ひ
と

つ
は
、
こ
の

「
国
璽
」
が
方

二
寸

四
分
で
作
ら
れ

て
お
り
、
天
皇

の
印
は

方
三
寸
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
印

璽
制

の
原
則
に
抵
触
し
た

こ
と
。

い
ず
れ
も
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
う
ち
前
者

は
、
明
治
四
年

に
彫
刻
さ
れ
た

「御
璽
」
が

「
草
卒
ノ
刻
字
髄
典
雅
ナ

ル
ヲ
得
ズ
」
と
の
理
由

で
改
鋳

さ
れ

て
い
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
存
在
し
た
こ
と
自
体
を
否
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
理
由
と
し

て
は
説
得
力
に
欠

け
る
。
私
は
お
そ
ら
く
後
者
が
そ
の
理
由

で
は
な
か

っ
た

の
か
と
考

え

る
。

'

》
"

㌔、

,

野

'

轟

、

10}
1軸 触蟹 恥轍 鞠 齢鐸姫 、

漣齢榊響 攣,
塾 溶

・繍 幽 ゼ 蜜i
くへ

麟
議

慰
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史
料
1

(表
紙
)

慶
応
四
戊
辰
年
正
月
ヨ
リ

太
政
官
代
御
用
筆
記

印
司
所

(本
文
)

慶
応
丁
卯
三
年
十
二
月
十
九
日
召
非
蔵
人
口
萬
里
小
路
右
少
弁
宰
相
殿
ヨ
リ
被
命
左
之
文
字

石
材
被
渡

大
日
本
国
璽

方
二
寸
四
分

翌
廿
日
巳
刻
刻
成
相
納

同
四
戊
辰
年
正
月
廿

一
日

太
政
官
代
参
與
役
所
6
書
面
来

御
用
候
間
唯
今
早
々
太
政
官
代
江
出
頭
可
有
之
候
也

正
月
廿

一
日

参
與
役
所

中
村
播
磨
介
殿

従
是
前
日
萬
里
小
路
殿
6
被
仰
付
御
印
七
ッ

神
砥
事
務
総
督

内
国
-

外
國
ー

海
陸
ー

會
計
f

刑
法
f

制
度
-

右
何
レ
モ
銅
鋳
文
一一被
仰
付

廿
三
日

太
政
官
代
ヨ
リ
書
面
来

御
用
有
之
候
間
唯
今
早
々
出
頭
可
有
之
候
事

正
月
廿
三
日

追
而
早
々
太
政
官
代
江
可
被
罷
出
之
旨
會
計
掛
リ
被
申
候
也

同
日
書
面
又
来

御
用
之
儀
候
間
唯
A「早
々
太
政
官
代

へ
出
頭
可
有
之
候
也

正
月
廿
三
日

三
職

中
-

御
役
所

廿

四
日
太
政
官
代
6
来
書
面

御
印
之
儀
何
卒
今

日
昼
後

二
内
國
會
計
等
印
御
出
来

二
相

成
間
敷
哉
最
早
石
之
所
御
出

(得
、
脱
力
)

来

二
相
成
候
哉
此
段
可
貴
意
旨
被
申
付
候

二
付
御
尋
申
入
候

以
上

正
月
廿
四
日

會
計
掛

リ

中
ー

鴨
脚
加
賀

廿
九
日
太
政
官
代
6
来
書
面

御
用
候
間
只
今
早
々
太
政
官
代
二
條
城
江
可
被
罷
出
様
松
尾
伯
書
様
被
申
渡
候
循
申
入

候
也正

月
廿
九
日

太
政
官
代

中
-

書
記
役
所

左
之
御
印
被
仰
付

大
坂

方
二
寸

大
坂
裁

方
二
寸

裁
判
所

角

判
所
副

角

総
督

絡
督

右
来
月
五
日
迄
ー
被
申
付

二
月
朔
日
太
政
官
代
6
来
書
面
貴
墨
拝
見
候
愈
御
多
鮮
奉
賀
候
抑
昨
日
被
仰
付
候
御
印
即

大
坂
之
分
ニ
ッ
来
月
五
日
迄
二
急
度
御
調
進
之
旨
承
知
仕
候
将
又
大
和
國
之
分
御
尋
此

文
字
左
之
通
二
御
改
可
被
成
之
旨
久
我
卿
被
申
候

来
三
日
中
出
来

大
和
國
鎮
撫
絡
督

右
文
字
配
ハ
可
任
其
意
之
条
被
申
候
間
可
然
御
配
可
被
成
候
傍
右
申
入
度
早
々
以
上

二
月

一
日

尚
々
御
招
申
入
可
申
渡
之
旨
被
命
候
得
共
雨
中
御
困
り
と
書
面
二て
申
入
候
間
此
段
御
承

知
置
可
被
下
候
也

中
l
I

松
尾
伯
替

二
月
六
日
相
納
所
労
代
人
半
介
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大
坂
裁

大
坂
裁

大
和
國

判
所
総

判
所
副

鎮
撫

督

総
督

総
督

右
何
連
も
石
印

二
月
八
日
太
政
官
代
ヨ
リ
来
書
面

御
用
之
儀
候
間
明
九
日
巳
刻
太
政
官
代
江
出
頭
可
有
之
此
段
申
達
候
以
上

二
月
八
日

辮
事
御
役
所

中
i

筆
生

二
月
十
三
日
太
政
官
代
6
来
書
面

今
日
御
印
調
進
之
御
請
書
御
差
出
之
所
今
二
御
調
進
無
之
如
何
之
儀
二
候
哉
此
段
御
尋

可
申
入
旨
松
尾
伯
書
被
申
渡
候
仙
申
入
候
也

二
月
十
三
日

太
政
官
代

中
i

書
記
役
所

十
四
日
調
進
御
印

二
寸
角

同

同

軍
防

大
総
督

海
軍

局
印

府
印

総
督

印

一
寸
五
分

奥
羽

鎮
撫

総
督

右
之
通
調
進
代
人
半
介

十
六
日
太
政
官
代
6
来
書
面

御
用
候
間
只
今
代
人
太
政
官
代
江
可
被
差
出
候
様
萬
里
小
路
殿
被
命
候
彷
而
申
入
候
也

二
月
十
六
日

太
政
官
代

中
-

書
記
役
所

絡
裁
之
印
方
二
寸
二
分

右
被
仰
付
候
事
右
之
御
印
廿
日
比
二
相
納
候
事

廿
一
日
太
政
官
代
6
来
書
面

御
用
候
間
明
廿
二
日
巳
刻
太
政
官
代
江
可
被
罷
出
候
様
會
計
局
6
被
申
渡
候
循
申
入
候

也
二
月
廿

一
日

太
政
官
代書

記
役
所

廿
二
日
太
政
官
代
へ
罷
出
候
所
石
代
之
残
金
拾
六
両
二
分
被
渡

廿
三
日
太
政
官
代
6
来
書
面

御
用
之
儀
候
間
唯
今
早
々
太
政
官
代
江
出
頭
可
有
之
候
也

二
月
廿
三
日

辮
事

中
ー

役
所

右
之
日
留
守
中
二
付
翌
廿
四
日
出
頭

廿
四
日

太
政
官
代
江
出
頭
之
所
左
之
通
以
書
付
被
仰
渡
但
シ
切
奉
書

中
村
播
磨
介

可
為
印
司
被

仰
出
候
事

二
月

右
之
通
之
御
書
付
也

右
二
付
御
禮
廻
勤
之
ケ
所

両
御
殿

鷹
司
様

三
條
殿

岩
倉
殿

徳
大
寺
殿

中
山
殿

正
親
町
三
條
殿

萬
里
小
路
殿
等
也

廿
八
日

太
政
官
代
會
計
掛
り
江
銅
鋳
物
代
書
付
差
出
ス

代
人
村
松
氏

廿
九
日
御
親
兵
會
議
所
6
書
面
来

御
用
向
有
之
候
條
急
速
出
頭
可
被
致
此
段
申
達
候
以
上
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二
月
廿
九
日

御
親
兵
會
議
所

丁

右
二付
代
人
半
介
差
出
候
所
左
之
通
被
仰
付
印
八
ッ

嘉
彰

基
修

隆
歌

隆
聚

時
原

光
徳

通
房

通
旭

晦
日
夜
御
所
6
書
面
来

別
紙
之
通
り
銅
印
二
て
成
丈
ケ
早
々
御
出
来
可
有
之
候
大
小
格
好
書
体
之
儀
モ
過
被
仰

付
候
大
坂
裁
判
所
与
同
様
之
工
合
二て
御
出
来
可
有
之
候
尤
来
幾
日
何
時
二
出
来
ー
申

儀
書
取
只
今
早
々
御
申
越
可
有
之
候
因
而
右
申
入
候
草
々
以
上

二
月
三
十
日

内
國
局

中
f

中
川
封
馬

兵
庫

銅
印
二
被

裁
判

方
二
寸

仰
付

所
印

三
月

朔

丁
酉

一
御
親
兵
會
議
所
江
印
八

ッ
持
参
相
納
肉

白
地
共

三
宮
耕
庵

へ
相
渡

ス

ニ
日
戊
戌

(務
、
脱
力
)

一
太
政
官
6
内
國
事
掛
中
川
封
馬
6
書

面
来
御
用
召
也
兵
庫
銅
印
之
事
也
来
六

日
二
相
納

候
様
申
置

三

日
巳
亥

四
日
庚
子

朝

御
親
兵
會
議
所
6
被
召
参
殿
之
所
前
日
調
進
之
臓
石
肉
白
肉
地
代
料

〆
四
両
武
分
御
渡

シ
ニ
相

成
三
宮
耕
庵
6
被
渡

五
日

六

日
一
御
親
兵
會
議
所
江
改
刻
之
隆
認
印
相
納
使

一
蔵
六
6
兵
庫
裁
判
所
銅
印
鋳
立
持
来

七

日

一
太
政
官
代
へ
出
頭
兵
庫
裁
判
所
印
銅
親
兵
府
印
親
兵
監
察
府
印

二
穎
石
右
之
三
穎
持
参

相
納
頒
翻
蜘
脚
昧
二
輌
胴
醐
彫
詔
然
籠
翻
臆
ス

一
同
所
會
計
掛
松
尾
上
野
6
銅
印
代
金
武
十
両
三
分
颪
朱
被
渡
且
旧
冬
國
璽
以
来
刻
之
員

数
書
出
候
様
被
申
候
二
付
書
取
出
ス
惣
員
銅
石
共
二
て
二
十
七
穎
也

十
二
日

太
政
官
代
6
召
二
来
候
所
留
主
中
二
付
不
参

十
三
日

(
マ

マ
)

太
政
官
代

へ
出
頭
候
所
鳥
居
大
路
筑
前
出
會
萬
里
小
路
殿
6
沙
汰
二
て
京
都
裁
判
所
惣

督
印

一
寸
角
石
二
て
被
申
付
當
月
十
五
六
日
比
調
進
と
言
上

十
六
日

一
太
政
官
江
京
都
裁
判
所
之
印
相
納
石
代
三
分
武
朱

三
月
廿
五
日

一
太
政
官
代
會
計
6
被
召
候
所
留
主
中
二
付
不
参

廿
七
日

一
會
計
6
御
召
二付
参
殿
之
所
大
日
本
国
璽
以
来
之
御
印
刻
相
勤
候
二
付
御
賞
ー
シ
テ
白
銀

二
十
五
枚
拝
領
也
内
國
6
今
日
被
仰
付
候
印
左
之
通

一寸
五
分
角

同

横
濱
裁
判
所
印

外
國
事
務
局
印

二
寸
角
大
津
裁
判
所
総
督
府

晦
日

一
太
政
官
へ
出
頭
(灘

繍
藷

(獺
騨

麓

一印
調
進
先
達
而
以
来
之
銅
印
代
石
代
等

書
付
出
ス

四
月
三
日

一
太
政
官
6
被
召
参
殿
候
所
只
今
迄
調
進
之
印
紙
差
出
候
様
申
来
御
請

四
日

一
太
政
官
へ
昨
日
被
仰
付
候
印
紙
相
納
員
数
二
十
三
會
計
6
銅
石
代
九
両
武
朱
被
渡

是
迄

之
銅
石
代
惣
テ
相
済

炉
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七
日

一
太
政
官
江
出
頭
大
津
裁
判
所
印
調
進

但
シ
銅
也
右
之
鋳
代

三
両
石
代
壱
両
壱
分
書
付
差

出
ス
落
手
松
室
信
濃
殿
取
次
田
中
主
殿

十
日

一
大
津
裁
判
所
6
貫
名
右
近
使
ヒ
来
大
津
裁
判
所
参
謀
印
被
申
付

一
寸
五
分
石
代
壱
両
武
分

十
二
日

一
帰
刻
大
帰
ル
人
足
用
ヒ
右
之
印
持
参
籠

'一て
行
供
侍
源
吉
前
取
善
ハ
古
之
格
語
之
所
先
方
6

俄
二
断
申
来
延
引

十
四
日

一
太
政
官
6
召
二
来
代
人
主
馬
出
ス
左
之
通
被
仰
付

箱
舘
裁
判
所
総
督

二
寸
角

同

副
総
督

銅

十
五
日

一
太
政
官
6
書
面
来
如
左

御
用
之
儀
有
之
候
間
明
後
十
七
日
午
刻
後
太
政
官
代
へ
可
罷
出
候
也

四
月
十
五
日

制
度
局

中
i

十
七

日

一
制
度
局

へ
出
頭
之
所
左
之
印
被
仰
付
藤
嶋
常
陸
執
次

制
度
之
印

方
二
寸
一
分
五
厘

朱
文
石

廿
七

日
出
頭
調
進
印
左
之
通

箱
舘
裁
判
所
総
督

箱
舘
裁
判
所
副
総
督

右
二
印
銅
二
寸

制
度
之
印

石
二
寸

一
分
五
厘

今

日
未
被
下
銅
石
代
書
付
出

ス
左
之
通

大
津
裁
判
所
印

硲
餓
龍
輌
壱
分

箱
舘
i

醐

離

輌
分

同

副
総
督

胴
壱
陀
輌
分

制
度
之
印

石
代
壱
両
三
分

四
箇
合

代
金
拾
四
両
三
分
松
室
信
濃
頭
江
右
書
付
出
ス

閏
四
月
四
日

一
會
計
6
被
召
出
頭
之
所
去
月
廿
七
日
差
出
し
候
銅
石
代
十
四
両
三
分
請
シ
ニ
成
掛
澤
村

加
賀
守

同
七
日

一
太
政
官
6
被
召
以
代
人
出
頭
左
之
印
被
仰
付

佐
渡
裁
判
所
印

銅
二
寸
角

三
遠
駿
裁
判
所
総
督
印

〃

九
日

一
非
蔵
人
口
6
被
召
出
頭
之
所
左
之
印
被
仰
付
松
室
信
濃
掛
り

美
濃
飛
騨
裁
判
所
総
督

銅
二
寸
角

来
十
八
日
二
調
進
之
事

十
日

=
二
條
殿
6
使
来
左
之
通
印
明
十

一
日
中
二
調
進
ー
申
来

監
察
使
印

一寸
八
分
石

一
太
政
官
6
使
来
左
之
印
急
々
刻
申
来
松
室
信
濃
掛
り

笠
松
裁
判
所
兼
美
濃
飛
騨
総
督

石

十
一
日

=
二
條
殿
へ
夕
刻
前
日
之
印
出
来
二付
持
参
石
代
壱
両
壱
分
二
相
成
未
申
出

十
二
日

一
太
政
官
β
御
召
出
頭
之
所
松
室
甲
斐
出
會
太
政
官
之
印
被
仰
付
奮
来
之
印
墓
刻
ト
被
仰

付
候
得
共
當
時
之
並
候
所
之
築
二
被
仰
付
候

ハ
、
如
何
と
申
上
置
尚
迩
β
被
仰
付
候
模

様
也
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十
四
日

一
太
政
官
江
右
之
印
相
納

笠
松
裁
判
所
兼
美
濃
飛
騨
総
督
石
材
判
壱
両
武
分

十
五
日

一
太
政
官
6
被
召
出
頭
之
所
松
室
甲
斐
出
會
前
日
被
仰
付
候
太
政
官
印
古
印
之
爲
御
下

ケ
ニ
相
成
先
過
日
申
上
候
其
方
之
築
字
入
ヲ
差
出
候
様
被
仰
付
松
室
信
濃
出
會
笠
松
-

之
印
銅
二
被
仰
付
先
日
被
仰
付
候
美
濃
飛
騨
i

右
之
印
間
違
二
て
御
不
用
二
相
成

十
七

日

一
太
政
官

江
主
馬
代

二
出

ス
太

政
官
印
之
字
入
伺
候
也

十
八

日

一
太
政
官
江
出
頭
佐
渡
裁
判

所
印

三
遠
駿
裁
判
所
総
督
印
之
武
ッ
相
納

銅
代
三
両
ツ
、
石
三
分

弐
朱
ソ
、
同

日
太
政
官
印
之
儀

二
付
谷
森
内
舎
人
ー
於
面
謁
間
議
論
有
之

太
政
官
印
先
御

見
合

二
相
成

廿
四
日

一
太
政
官
此
比
御
所

へ
引

二
相
成
弁
事
役
所
β
召

二
来

御

用
之
儀
候
聞
唯
今
早

々
非

蔵
人
口
江
出
頭
可
有
之
也

弁
事
役
所

中
f

右
二
付
代
人
村
松
出
頭
之
所
輔
相
印
信
刻
被
仰
付
石
此
印
御
見
合
二
相
成

廿
六
日

一
弁
事
役
所
6
召
来
出
頭
之
所
左
之
印
被
仰
付

行
政
官
印

神
低
官
印

會
計
官
印

刑
法
官
印

外
國
官
印

軍
務
官
印

右
六
席担
石

取
次
虫目木
中
務

廿
七
日

一今
日
昨
日
之
字
入
伺

五
月
二
日

一
非
蔵
人
口
江
出
頭
銅
笠
松
裁
i

印
且
石
行
政
官
印
相
納
佐
渡
6
此
方
監
察
使
印
迄
之

代
金
書
付
出
ス
〆
拾
武
両
三
分
戴
朱
右
落
手

五
月
九
日

一
非
蔵
人
ロ
へ
出
頭
印
調
進
神
抵
官
印
會
計
官
-

刑
法
i

軍
務
官
ー

外
國
-

以

上

五
穎
前

日
調
進
之
行
政
官
印
6
此
外
國
迄
〆
六
穎
石
代
今

日
會
計

へ
差
出

ス
書
付

行
政
二
肘
ヨ

購
頒

神
抵
β
外
國
迄

五
穎
二
肘
ッ
、

何

レ
も
壱
両
三
分
武
朱
ヅ
、

都
合

八
両
壱
分
武
朱
也

右
之
通
落
手

廿

日
一
會
計
官
β
被
召
出
頭
之
所
外
國
官
印
此
間
調
進
同
様
之
印
今

一
ッ
刻
致
候
様
被
仰
付

鴨
脚
加
賀
掛
リ

廿

二
口

一
先

日
小
松
帯

刀
β
申
来
候
印
何

レ
モ
銅
今

日
調
進

外
國
事
務
総
督
印

外
國
事
務
局

外
國
事
務
総
督

日
本

石銅代代

分分

朱分

石銅 石銅 石銅
代代 代代 代代

分両 両両 両両

朱分 分 分

右
之
通
書
付
小
松
へ
出
ス

廿
七
日

一
會
計
官
へ
此
間
被
仰
付
候
外
國
官
二
度
目
印
出
来
二
付
持
参
鴨
脚
加
賀
へ
渡
ス
且
小
松

6
来
外
國
印
銅
石
代
書
付
出
ス
今
日
之
外
國
印
石
代
壱
両
武
分
書
出
ス

一
此
度
諸
御
印
寸
法
御
治
定
左
之
通

(
マ

マ
)

 太
政
官
印

曲
尺
武
寸
武
分

諸
官
府
藩
縣
印

武
寸
武
分

諸
司
印

武
寸

右
之
通
也

晦
日

一
會
計
官
へ
出
頭
小
松
6
来
銅
印
四
ッ
代
外
國
官
印
石
一
ッ
〆
五
ッ
代
金
拾
六
両
武
分
武
朱
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札

二
て
落
手

六
月
十
五

日

一
行
政
官
辮
事

へ
出
頭

廿

三
日

一
非
蔵
人
口

へ
出
頭
副
嶋

四
位

へ
面
會
之
所

田
中
五
位

へ委
曲
申

入
有
之

二
付
出
會
不
致
被

申

二
付
田
中

へ
面
會
右

ハ
此
度

府
藩
縣
司
等
印
之
事
建
白
致
候
故
其
儀

二
付
出
會
彌
此
度

元
洋
建
白
通
更

二
太
政
官
6
被

仰
渡
元
祥
へ
刻
被
仰
付
夫

々
へ
御
渡

シ
ニ
可
相
成
御
摸
様

内

々
被
申
聞

但

シ
印
司
被

仰
渡

候
月

日
書
付
等
差
出
候
様

二
付
被

仰
渡
候
本
紙
差
出

ス

六
月
廿
五

日

一
非
蔵
人

口
江
召
サ
ル
仰
被
付
書

左
之
通

中
村
播
磨
介

印
師
被

仰
付
候
事

同

日
被
仰
付
之
印
議
政
官

六
月

史
官
検
査
之
印
二
寸
角
石

右
行
政
官
辮
事

ヨ
リ
被
申
渡

大
原
左
馬
頭
殿
執
事

同
廿
七

日

一
行
政
官
癬
事
β
召

ル
出
頭
之
所
大
原
左
馬
頭
殿
面
會
左
之
印
被
申
付

京
都
府

大
坂
、
江
戸
、
長
崎
、

越

後
府

神
奈

川
、
箱
舘
、
大
津
、

奈
良
縣

兵
庫

、
笠
松
、
高
山
、
三
河
、
久
美
濱
、
倉
敷
、

日
[田
、
冨
高
、
天
草
、
堺
、

〆
員

十
九

何

レ
モ
ニ
寸
二
分
石
也

七
月

三
日

一
行
政
官
江
議
政
官
印
調
進
大
原
殿

へ
渡

ス
外

二
願
書
弁
事

へ
出
ス
傳
達
所
也
委
曲
者
大

原
殿
承
知

同
四
日

一
弁
事
傳
達
所

へ
出
頭
昨

日
之
願
書
今

日
出

ス
左
之
通

奉
歎
願
口
上
書

一
此
度
府
藩
縣
等
之
御
印
多
分
御
用
被
仰
付
候
趣
敬
承
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
右
二付
蝋

石
彩
敷
入
用
二付
兼
而
手
當
等
致
求
置
度
候
得
共
自
力
及
兼
候
間
何
卒
金
子
前
借
之

儀
奉
願
候
以
御
憐
懲
御
聞
済
二
相
成
候
ハ
、
早
々
蝋
石
見
當
次
第
求
入
寸
法
等
御
治

定
被
為
在
候
故
次
第
二
仕
立
仕
度
候
尤
御
急
二
被
為
在
候
故
此
間
文
字
御
治
定
御
渡

ニ
シ
相
成
候
府
縣
等
御
印
取
掛
申
度
候
間
歎
願
之
趣
御
聞
済
二
相
成
候
様
偏
奉
希
候

謹
言

慶
応
四
辰
年
七
月
四
日印

師

中
村
播
磨
介
印

辮
事御

役
所

追
願
書

一
別
紙
奉
歎
願
候
御
印
二付
蝋
石
仕
立
仕
等
仕
候
儀
私

一
人
二
而
者
兎
ブ
モ
行
届
兼
候
間
門

人
共
両
三
人
招
寄
切
磋
等
為
致
度
間
右
之
者
夫
々
相
磨
二
拝
領
為
致
度
候
間
何
卒
御

下
ヶ
金
之
儀
奉
願
候
御
宜
取
成
ヲ
以
御
聞
済
二
相
成
候
様
奉
希
候

謹
言

慶
-

門
人
名
前

駒
井
清
七

伊
東
常
七

新
見
内
匠
少
属

右
之
者
共
二
御
座
候
間
宜
奉
願
候

印
師

中
-

癬
事御

役
所

右
両
通
書
竪

一一
書
上
包
美

の
紙

但

シ
右

二
通
拍
書
差

添
差
出

シ
候
拍

ハ
美

の
紙
ニ
ソ
折

一一
竪

二
書

今

日
落
手
人
名
前

辮
事
役
所

内
藤
常
太
郎
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六

日
一
弁
事
役
所

へ
出
頭
藩
印
之
石
彿
底

一一付
備
前
石

二
て
致
候
様
申
上
候

所
左
候

ハ
、
表
白
弁

事
6
被
仰
渡
候

よ
し

七

日
一
同
所
出
頭
前
日
同
様
之
事
也

一
此
度
之
楷
書
藩
紀
州
筑
州
之
分
元
祥
被
頼
紀

ハ
銅
筑

ハ
シ
タ
ン
木
也

九

日
一
辮
事
御
召

二
付
出
頭
備
前

へ
石
表
白
被
仰
付

巨
細

ハ
播
磨
介

へ
承
候
様
様
申
付
有
之
と
被

仰
聞大

原
殿

同
傳
達

所
6
御
召

二
付
出
頭
石
代

前
借

凡
員
数
以
書
付
會
計

へ
差
出
候
様
被
仰
渡

二
付
即

(
マ

マ
)

日
以
書
付
會
計
官
へ
差
出
ス
落
手
鴨
脚
賀
加

十
日

一
辮
事
へ
御
召
出
頭
之
所
左
之
印
被
仰
付

ワ

タ

ラ

イ

渡
會
府
印
伊
勢
山
田
ノ
下
也

一
會
計
官
御
召
出
頭
之
所
此
度
府
藩
縣
印

二
付
前
借
願
候

二
付
金
武
百
両
御
渡

し
二
相
成

十
三

日

一
辮
事

へ
渡

會
府
印
調
進
代
新
見

十
四

日

一
緋
事
御
召

二
付
出
頭
之
所
渡
會

ノ
印
度
之
字

二
改
刻
致
候
様
被
仰
付
来
十

六
日
巳
刻
迄
ー

申
渡
候
江
馬
正
人
6

十
六

日

一
巳
刻
度
會
府
印
刻
出
来
癬
事

江
調
進
代
人
主
馬

廿
五

日

一
會
計
官
6
御
召

二
付
出
頭
左
之
印
明

口
中
被
仰
付

東
北
游
撃
將
印

石
隷
書

廿
六

日

一
會
計
ノ
東
北
游
撃
將
印
調
進
代
主
馬

落
手
南
大
路
右
兵
衛
尉

廿
八
日

一
會
計
二
て
東
北
游
撃
將
印
刻
料
石
代
共
二
千
五
百
疋
落
手
南
大
路
6

廿
九
日

一
府
縣
印
員
十
八
穎
相
納
江
戸
府
之
分
東
京
府
ー
被
相
成
二付
見
合
取
次
松
室
豊
後

八
月
三
日

一
辮
事
へ
出
頭
伺
事
有
之

四
日

一
辮
蝦
御
召
二付
出
頭
江
戸
府
印
更
東
京
府
印
ー
改
奈
良
縣
印
更
二
奈
良
府
印
ー
改
刻
被

仰
付
掛
リ
千
種
前
少
將
殿
出
會

七
日

一
非
蔵
人
口
へ
出
頭
東
京
府
印
奈
良
府
印
二
穎
出
来
一一付
持
参
松
宮
豊
後
へ渡
シ

十
九
日

一
非
蔵
人
口
へ
被
召
主
馬
代
出
頭
之
所
千
種
殿
面
會
春
来
刻
致
候
御
印
員
数
可
申
出
刻
料
モ

可
申
出
被
仰
渡

廿

一
日

一千
種
殿
へ
参
ル
留
主
中
家
司
藤
木
二
面
會
春
来
刻
候
印
数
四
十
九
書
出
ス
刻
料
之
所
ハ

兼
々
萬
里
小
路
殿
6
承
仕
候
故
刻
料
ー
申
候
テ
ハ
拝
領
不
仕
方
難
有
シ
ー
申
上
置

九
月
五
日

一
太
政
官
辮
事
御
召
二付
出
頭
先
日
差
出
候
春
来
之
刻
員
数
書
付
今

一磨
書
付
候
て
差
出

候
様
被
仰
付
府
縣
モ
員
二
入
候
而
書
出
候
様
被
仰
付
右
二付
員
数
書
出
ス

國
璽
以
来
府
縣
迄
惣
員
数

七
十

一
穎

内
銅
印
十
七
穎

右
之
通
書
出
ス
千
種
小
將
殿
直
命
也

七
日

一
御
印
御
用
二
付
千
種
殿
へ
出
殿
藤
木
隼
人
面
會

一
辮
事
へ
伊
那
縣
印
調
進
千
種
殿
落
手

十
日
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一
辮
事
御
召

二
付
出
頭
癬
官
事
記
之
印
墓
刻
被
仰
付

ッ
ケ
也

即
日
駒
井

へ
申
付
来

十
五
日

迄
橘
宮
内
申
付

十

三
日
千

種
殿

へ
御
印

用

二
付
参

ル
雑
掌
藤
木
隼
人

十
四

日

一
辮
官
事
記
墓
刻
辮
事

へ
調
進
主
馬
代

二
行
橘
宮
内

へ
渡

ス

十
六
日

一
蹉
事
傳
達
所
β
召

二
来
行
政
官
印
墓
刻
明
後
十
八

日
迄

二
調
進
被
仰
付
木

田
図
書
6
申

付
十

八
日

一
辮
事
傳
達
所

へ
行
政
官
印
墓
刻
調
進

廿
七

日

一
癬
事
御
召
兵
庫
縣
印

銅

二
墓
刻
被
仰
付
柳
原
殿
β
来

十
月

八
日
迄
調
進
之
事

一
會
計
御
召
此
度
御
用
代
内
武
百
両
前
借
被
仰
付

十
月
五

日

一
會
計
傳
達

所

へ
御
頒
米
拝
領
之
願
書
差
出
ス
落
手
申
置
森
主
計
也

同
夜

一
柳
原
殿

へ
御

用
印
之
事

二
付
参

ル
過

日
被
仰
付
候
兵
庫
縣
印
銅

二
墓
ス
持
参

七

日
一
蹉
事
江
兵
庫
縣
印
銅
墓
刻
調
進

十

一
日

一
辮
事
御
召

二
付
出
頭
御
尋

ニ
ハ
大

日
本
印
師
ー
認
候

ハ
何
方

6
被
仰
付

モ
有
之
哉
ー
御
尋

二
付
左
様
之
事

ハ
無

候
得
共
外
國
人

二
封

シ
右
様
書
候
て
も
不
苦
ー
心
得
候

ハ
ェ
認
ト
御

断
書
差
出

ス

十

三
日

一
癬
事
御
召
出
頭
藩
印
刻

出
来
之
分
員
数

何
藩

々
々
ー
書
出

シ
可
申
被
仰
付

橘
宮
内
6
申

渡

ス

十

四
日

一
昨

日
被
仰
付
候
藩
印
員
数
書

出
ス

十
六
日

一
會
計
用
度
司
御
召
二付
出
頭
之
所
左
之
印
被
仰
付

新
潟
府

加
奈
川
縣

訣
欄
卸
分

辮
事平

松
殿
被
命

取
次

用
度
司
判
事
頭
取

鈴
木
右
近
將
監

十
八
日

一
西
四
辻
殿
宅
へ
御
用
印
之
事
二
付
参
ル

取
次
松
井
伊
織

同
日

一
癬
事
御
召
出
頭
藩
印
御
調
之
事
也

橘
宮
内
取
次

廿
七
八
日
比

一
用
度
司
御
召
大
坂
府
印
銅
二
被
仰
付
十

一
月
十
日
迄
一一
調
進

十

一月
三
日

一
癬
事
御
用
召
藩
印
書
付
御
渡
シ
内

陸
奥
内
分
藩
印

土
佐
内
分
-

岡
山
新
田
f

鳥
取
新
田
-

右

四
ッ
急

々
被
仰
付

平

松
様
御
直

二
内
命

ヘ

ヨ

今
日
6
幽
閉
可
申
付
故
代
人
二
て
相
勤

ノ
i

一
昨
七

日
癬
事
御
召
之
所
留
主

一一付
今
日
参
内
御
用
相

伺

岡
山
-

鳥
取
-

右
両
藩
印
相
納

本
領
安
堵
不
成
藩
書
付
御
渡
候
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九

日
一
辮
事
へ
陸
奥
内
分
i

土
佐
内
分
-

相
納

諸
侯
史
官

北
川
徳
之
丞

十
日

一
辮
事
御
召
藩
印
當
月
中
二
調
進
被
仰
付
員
百
六
七
十
也

北
川
徳
之
丞
申
付

代
村
松

一
用
度
司
6
銅
印
代
四
十
両
渡
ル

同
十
三
日

一
辮
事
御
召
二
代
人
村
松
出
頭
之
所
左
之
通
被
仰
渡

宇

印
師
被
免
候
事

十

一月

行
政
官

右
何
之
子
細
モ
無
之
不
調
法
モ
更
無
甚
不
思
議
也
追
々
聞
合
候
所
櫟
堂
6
春
来
願
入
候

方
有
之
趣
之
所
へ
御
殿
6
幽
閉
被
仰
付
候
ヲ
幸
ニ
シ
テ
印
師
被
免
櫟
堂
被
付
様
子
也

有
日

天
地
晦
冥

穴
賢
々
々

日
月
失
明

十
五
日

一
藩
刻
出
来
之
分
百
三
十
辮
事
へ
納
石
井
民
部
大
輔
殿
落
手

代
村
松

十
六
日

一辮
事
へ
藩
印
未
刻
之
分
百
三
十
三
相
納
落
手
同
人

代
日
野
家
家
来

十
七
日

一
印
師
櫟
堂
へ
被
仰
付
可
見
元
6
其
手
段
有
之
也

(慶
応
四
年

・
明
治
元
年
の
分
は
こ
れ
で
終
り
、
こ
の
あ
と
明
治
三
年
の
動
静
に
つ
い
て

若
干
の
書
き
こ
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
)

付
記

本
稿
で
紹
介
し
た
王
政
復
古
の
布
告
書
は
堀
池
春
峰
先
生
が
最
近
入
手
ざ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
貴
重
な
史
料
を
検
討
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
堀
池
先
生
、
な
ら

び
に
、
写
真
掲
載
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
中
村
太
郎
氏
に
末
尾
を
か
り
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。
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NewDocumentsonKokuji

byIwaoAKASHI

SUMMARY

Kokuji国 璽signifiesthestatesealofJapan.Itstwodocumentshavebeen

justdiscoveredsuccessively.Basedonthesedocuments,inthispapertheauthor

explorestheoriginofKokuji.

Hisconclusionsareasfollows

(1}KokujiwasfirststampedintheproclamationoftheRestorationofImperial

Ruletotheforeignnations,datedthetenthofJanuaryin1868,andthere

existedtwoformulasoftheproclamation.

(2)AsamatteroffactKokujiwasengravedin1867,whichdisprovesthees-

tablishedopinionthatitwasengravedin1871.

(3)Thisestablishedopinion,whichoriginatedearlyintheMeijiera,hasbeen

insistedtolegalizetheauthorityofTenno(theEmperorofJapan).

Thesedocumentsareannexedatthelast.


